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ITバブル崩壊後のシリコンバレー
The High Technology Industry in Silicon Valley 









































































































非農業雇用者数 製造業雇用者数 付加価値額2°°’〉 個人所得
合衆国 129，93r人 14，525千人 1，853，929肋ドル9，199，008百肺レ
カリフォルニア州 14，410丁人 1，545下人 219，584醐ル1，197，550醐ドル






















1990 1992 1994 1996 19982000 2002 2003
製造業 1，959．8 1，787．01，683．8 1，772．4 1，857．21，857．5 1，641．21，544．9
金属製品 154．5 139．9 139．3 157．5 170．3 173．3 146．8 138．8
一般機械 99．2 91．5 90．7 100．0 108．9 108．5 93．0 86．7
コンピュータ 447．0 404．4374．0 409．9428．8 429．7361．2 326．1
と電気製品 （22．8％） （22．6） （22．2） （23．1） （23．1） （23，1） （22．0） （21．1）




事業所数 従業員数 付加価値額 総投資額
製造業 49，418 1，809．7「人 195，872．8「1／Jドル16，422．211ノ」ドル
コンピュータと 4，277 396．5 65，716．5 6，256．8





























事業所数 従業員数 付加価値額 総投資額
カリフォルニア州 49，418 1，809．7杁 195，872．8百万ドル 16，422．2而ド，レ
ロスアンジェルス郡 17，915（36．3％） 622．3（34．3） 53，692．0（27．4） 3，549．7（21．6）





年世帯収入中間値1999 43，924ドル 38，900ド，レ 68，619ド’レ
貧困線以下の人口率1999 14．2％ 17．9％ 7．5％
年平均賃金2㎜ 40．367ドル 39，265ド’レ 74，374ドル


















































































































































































国名 2000　　順位 2003　　順位 2000－03＊












インド 596．3　　25 850．4　　20 142．6
＊2000年を100．0とした数値
State　of　Califomia．2004．　Cα1蜘rη’α5’α’f∫”cαJ　Aう5’rαc∫．　Table　K－12より作成。ただ
し6位以下についてはアジア諸国のみを掲載した。
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額で614億ドル余り全体の51．3％を占めていた。　　張り巡らしている。特に台湾出身の技術者と経営
この最大輸’出製品が2003年には輸出額367億ドル　　者が祖国のIT産業の中心地シンチューとの問に
ほどに、3年間で約4割減少している（State　of　もつネットワークは、その地域のPCやその他の
California．　Cα1ぴbr磁3‘α’∫∫”co1肋3’rαc’．2003年版　　情報機器部門の成長を促したばかりでなく、台湾
および2004年版のTable　K－11）。ちなみにカリフ　　資本がシリコンバレーのヴェンチャーキャピタル
オルニア州製品の輸出相手国として日本はメキシ　　として投資される道を開いた。インド出身の技術
コに次ぎ第2位であるが、日本への輸出額の減少　　者と経営者もまた、シリコンバレーとインドの
が顕著である。2000年から2003年にかけて輸出総　　IT産業の新興都市バンガロールやハイデラバー
額は約256億ドル減少し、その内日本への輸出額　　ドとの間に同様の関係を形成しつつある（同上：
の減少は約70億ドルで30％に上る（表15）。　　　　53－71）。シリコンバレーのエスニック・ネット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワークは確実にグローバル化している。そこでは4．むすび
かつて言われた出身国からの「頭脳流出」（brain
前章では、先端産業のメッカとあがめられたシ　　drain）に代わって、出身国とシリコンバレーと
リコンバレーにおいてITバブル崩壊の影響がど　　の間に「頭脳還流」（brain　circulation）が起こっ
のように現れているか分析した。ここで急速に進　　ている（同上：vi）。そしてザクシニアンは、ア
むIT産業の後退は、太平洋を越えたアジア諸国　　ジア系出身者の国境を越えるネットワークとコミ
におけるIT産業の興隆と深く関連していること　　ユニティの形成は、彼らの祖国とシリコンバレー
が予想される。　　　　　　　　　　　　　　　の双方の経済にとって利益を与え、「カリフォル
シリコンバレー研究の第一人者アナリー・ザク　　ニアの経済全体のインフラを強化している」と結
シニアンは、この地域のハイテク産業で活躍する　　論する（同上：71）。
アジア出身の技術者と起業家にかんする興味深い　　　確かに貿易額の推移をみても、一部のアジア諸
研究を行っている（A．Saxenian　l999）6）。1990年　　国とカリフォルニア州との経済的つながりの強化
合衆国センサスによれば、シリコンバレーのハイ　　を読み取ることができる。先にもふれたが、表15
テク産業で働く科学者と技術者に占めるアジア出　　が示すように、カリフォルニア州製品の輸出総額
身者の比率は21％であり、その内の51％を中国出　　は2000年から2003年にかけて約256億ドル、前者
身者、23％をインド出身者が占めている（同上：　　を100．0とすると78．6まで減少した。しかしその
11－12）。また1998年の時点で、シリコンバレー　　中で中国とインドに対する輸出はともに1．5倍前
のハイテク企業の24％をインド系と中国系の　　後増加し、両国の順位はそれぞれ11位から4位、
CEOが経営していた　　前者が774社、後者が　　25位から20位へと躍進している。また香港に対す
2，001社（同上：23）。さらに起業に目を転ずる　　る輸出も減少していない。しかしながらこれらの
と、1995年から98年にかけて創設されたシリコン　　リンケージがアジア諸国のハイテク産業地域とシ
バレーのハイテク企業4，063社の9％がインド　　リコンバレーの双方の経済にとって有益であると
系、20％が中国系の経営者によって創業された企　　いうザクシニアンの主張は、本稿で確認した2000
業start－upsである（同上：24）。このような状況　　年代初めにおけるITバブル崩壊後のシリコンバ
のなかで働くシリコンバレーの技術者たちが、　　レー・ハイテク産業の急速な縮小をみるならば、
「『シリコンバレーはICsの上に築かれている』　　楽観的にすぎるように思われる。ザクシニアンも
という時、それはICチップをさすのではなく、　　指摘するように、インドのソフトウェア・プログ
インド系と中国系のエンジニアをさす。」（同上：　　ラマーとシステム・アナリストの賃金は合衆国と
9）さらにシリコンバレーのハイテク産業で活躍　　比べて10分の1である（同上二66）。また製造業
する多くのアジア系の人々は、この地域のなかだ　　の生産労働者が対象であるが、台湾における時間
けでなく太平洋を越えて祖国との問に、仕事の取　　当たり人件費コストは合衆国の4分の1である
引、情報交換、資金提供などのビジネスに直接か　　（U．S．　Department　of　Commerce．2004．3’磁5”co1
かわる「遠距離の社会的・経済的リンケージ」を　　肋5’rαc’ρ々加伽”645∫o’65．p．870）。今後より詳
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細な検討を要することではあるが、シリコンバ　　5）このようなシリコンバレーにおける雇用情勢の急
レーのコンピュータ関連事業が、アジア諸国にお　　　激な悪化の直接の原因は、その地域のコンピュータ
ける低コストのIT産業新興地域に移転されるこ　　　関連企業がレイ・オフを大規模に実施していること
とと裏腹に、シリコンバレーのIT産業の後退が　　　である。エレクトロニクス分野のグローバル企業で
急速に進んでいると考えうる71。1980年代から90　　エンジニァとして長年勤務しているN氏によれば、
年代にかけて、メキシコとの国境地帯マキラドー　　　彼の職場でも大量のレイ・オフが実施され、レイ・
ラへのアメリカ都市部製造業の移転とともに進ん　　　オフされたエンジニアがシリコンバレーで再就職先
だ空洞化が、21世紀初めの今日このような形でハ　　　を見つけるのが困難になっているということであっ
イテク産業分野において進行している可能性があ　　　た。
る8）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）移民労働者に関する伝統的な観念とは異なり、シ
リコンバレーにおけるアジアからの移民は低賃金・
註　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　低熟練部門を支える労働力ではなく、高技能の移民
1）本研究は2004年度長野大学地域研究・一般研究助　　　high－skilled　immigrantsである。これがザクシニアン
成金を受けて行われたものである（研究題目「地域　　　の研究の基本的な立場である（A．Saxenian　1999：v）。
情報化戦略の最先端モデル：カリフォルニア州シリ　　7）情報サービス市場の世界的動向を地域別にみる
コンバレーの研究」）。また私の旧友であり、現地の　　　と、2000年から2003年の年平均伸び率が北アメリカ
グローバル企業にエレクトロニクス技術者として勤　　　3．3％にたいして、中国49．3％、インド25．1％と、両
務するN氏には、本稿を執筆する上で、シリコンバ　　　国では急速に市場が拡大している（情報サービス産
レーの現状にかんする情報収集やIT企業の訪問など　　　業協会2005：176－177）。インドでは情報サービス市
でお世話になった。なおシリコンバレーに関して　　　場における輸出の割合が高く、2003年度で78．3％を
は、加藤敏春1997、矢澤修次郎1999a，　b、　M．　Kenney　　　占めている。そして最大の輸出先は北米で2004年度
2000なども参照されたい。　　　　　　　　　　　　　　の見込みで67．7％を占める（同上、194）。このよう
2）マイクロソフト社のビル・ゲイッもシアトルに同　　　なアジア地域における情報サービス産業の成長の他
社を設立する前に、シリコンバレーで起業家精神を　　　方では、「近年、アメリカ企業による海外への業務委
学んでいた。彼は、情報やアイディアを交換するた　　　託が急増している。ITAA（lnformation　Technology
めにマイクロ・コンピュータ愛好家たちが1975年に　　　Association　of　America）によると、2003年時点で、　IT
設立したthe　Homebrew　Computer　Clubの一員であっ　　　企業の12％、非IT企業の3％、大企業の22％が海外
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への業務委託を行っており、2004年には、IT企業の
3）Cα1のrη’o∫’α”∫∫’cα1Aわ∫μ8c’における1990年以前の　　　27％、非IT企業の7％が海外アウトソーシングを利
統計の産業分類が異なるために、それ以前における　　　用する予定としていた。」（同上、181）これらの動向
コンピュータ産業の比重を確認することができな　　　もまた、本文で示したシリコンバレーのコンピュー
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ産業の衰退とアジアのIT産業新興地域の勃興との
4）ITバブルで経済が活況を呈した裏では、この地域　　　関連を裏付けるものである。
の住居費が高騰し、その結果カリフォルニア州は全　　8）シリコンバレーにおける先端産業の発達を支えた
国有数の住居費の高い州となった。2002年の家賃は　　　社会的な要因を、東海岸ボストン近郊の先端産業集
全国第1位、住宅価格はハワイに次いで第2位であ　　　積地Route　l28との比較を通して分析したザクシニア
る（State　of　Califom孟a．2003．　Cα1ヴbrη’α∫’α”3∫’cα1　Aわ一　　　ンの研究（A．　Saxenian　1994）、あるいはアラン・ハイ
∫∫rαcゆ．261）。住居費が急騰する結果シリコンバ　　　ドのこの地域の労働市場にかんする研究（A．Hyde
レーではホームレスが増大し、定職についていなが　　　2003）などについては、別稿を準備して論じたいと
らホームレス・シェルターから通勤する人々、24時　　　思う。
間運行の巡回バスで寝泊りする人々などの深刻な実
状が、その当時マスコミで報じられた（ENieves
2000）。
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